
 

  

(様式第１号)  

 

奈良県地域貢献サポート基金 団体登録申請書 

 

 令和７年 １２月 １６日 

 奈 良 県 知 事 殿 

 

応募団体の資格を有する団体であることを宣誓し、以下の添付書類とともに提出します。 

 

                  団  体  名  一般社団法人曽爾村農林業公社          

                  代表者職氏名  芝田秀数               

 

団体名 一般社団法人 曽爾村農林業公社 

主たる事務所の所在地 〒633-1214 奈良県宇陀郡曽爾村大字長野６２ 

代表者職氏名 芝田秀数 

活動の開始年月 
※法人にあっては設立 

登記年月日 
平成２８年６月２４日 会員総数 １８名 

活動の分野 

(主なもの３つ程度まで 

に○をつけて下さい) 

1．保健・医療 2．福祉 3．社会教育 4．まちづくり 5．観光の振

興 6．農山漁村の振興 7．中山間地域の振興 8．学術 9．文化・

芸術 10．スポーツ 11．環境の保全 12．動物愛護  13．災害救

援 14．地域安全活動 15．人権・平和 16．国際協力・交流 17．

男女共同参画 18．子どもの健全育成 19．子育て支援 20．情報化

社会の発展 21．科学技術 22．経済活動の活性化 23．職業能力・

雇用機会 24．消費者の保護 25．団体の連携・支援 26．その他

（             ） 

主な活動地域 

（市町村） 
曽爾村 

これまでの 

主な活動実績 

＜農業振興事業＞ 

新規就農者育成、農作業受託・直営圃場運営、米のブランド化 

＜地域イノベーション事業＞ 

対面・オンラインによる農産物や加工品の販売(そにのわマルシェ) 

規格外トマトを使用したトマトソースなどの独自商品の開発（そにの

わの台所 katte） 

＜薬草事業＞ 

大和当帰・キハダ・榧などの仕入れ販売や独自商品の開発・販売 

「ぬるべの郷曽爾村 和ハーブ教室」の企画運営 

＜林業振興事業＞ 

製材拠点を活用した薪の製造・販売 

寄附者へのＰＲ 

（寄附を活用して取り組

みたい活動内容） 

＜薬草事業＞の取り組みである「ぬるべの郷曽爾村和ハーブ教室」。曽

爾村の暮らしに溶け込んだ「足元のたからもの」である薬草の価値を

改めて村内外の方に知っていただきたいという想いで始まりました。 

曽爾村には今も薬草を使ったお茶や化粧水などを手作りして健康を維

持しているおじいちゃんおばあちゃんが暮らしています。その文化と

恵まれた自然環境を曽爾村の魅力の一つとして知ってもらい、人口減



 

少が進む 1200人の村の関係人口を増やしていきたいです。 

イベントでは参加費をいただいていますが、薬草専門家や薬草ランチ

を提供するシェフへの謝礼など費用がかかるため、気軽に参加してい

ただく環境が作れずにいます。少しでも多くの方に参加していただく

ための寄付を賜りたく、登録させていただきました。 

ホームページ 

有（そにのわ｜曽爾村農林業公社、地域イノベーション・プロジェクト  )

（オンラインショップ：そにのわマルシェ）（そにのわの台所 katte: そ

にのわの台所 katte）／ 無 

 

〔添付書類〕 

 ・団体の定款、規約、会則等(※) 

 ・団体役員名簿(※) 

 ・直近 1 年間の事業報告書(※) 

 ・直近 1 年間の収支計算書(※) 

 (※)特定非営利活動法人の場合については、提出不要です。 

 

http://soni-agriforestry.jp/
https://soninowa-marche.shop-pro.jp/
https://katte.kitchen/
https://katte.kitchen/
















　

令和６年度農林業公社事業経過報告書
科目：農業振興事業

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 １月 ２月 ３月

就農に向けた総
合相談

ネット販売事業

野菜販売事業者
向け販売事業

村内イベント マルシェ開催

村外イベント

主な事業

米ブランド化を通
した米農家経営
支援事業

　 　

　 　

事業名

農地掘り起こし・
マッチング

オペレーター育
成事業

耕作放棄地化防止
事業

1 農作業受託サー
ビス事業

農機具の貸出

随時相談対応

自社ほ場運営

耕作放棄地化防
止事業

○農作業受託
　高齢化、農業機械の更新控えにより年々需要が高まってくる
ことを見越し、今年度も農作業受託サービスを実施しました。

令和６年度春期:3件51a　　秋期:11件1.5ha

○自社ほ場運営
　小長尾地区において、景観維持のため地権者から土地を借り
受け、自社ほ場として運営し、米粉用米を栽培しました。
　SONI SUMMITと連携して田植え体験会を実施しました。

8件78a（農地集約化実施・米粉用米として出荷）

米ブランド化 曽爾米仕入販売
事業

曽爾米ブランド化
協議会事務局

4

3

曽爾水田サポー
ター制度

飲食店向け卸売
事業

野菜ブランド化

野菜ブランド化・
流通販売を通した
生産者支援事業

2

■ECサイトを活用した野菜・加工品詰め合わせセット
（定期便）
令和6年度　計17セット

ECサイトそにのわマルシェネット便では、地域イノベーション商
品の開発の背景や想い、野菜と組み合わせた食べ方の提案
等、商品の価値を様々な方法で伝えられるように、地域の方と
協力して作り上げました。

■テロワール便
令和6年度　毎週木曜日または金曜日配送

■JA生産者部会の販売支援
トマト：規格外トマトの買い取り販売
ほうれん草：マルシェネット便等での使用
　　　　　　　大和寒熟ほうれんそう鍋セット　計30セット

■新たな流通構築事業（主に坂ノ途中）
販売の受け皿のない新規就農者等の生産者の増加を見据え、
市場や関係事業者と連携した卸売流通の構築に努めました。

■共同配送便の運行
毎週月・水・金曜日
曽爾と榛原間の配送が重複している生産者が多いことから公
社がまとめて配送

■そにのわの台所 katteでの店舗販売
観光客向けではなく、地産地消を目指した取り組みとしてkatte
でのマルシェや出張マルシェを開催

■村外イベントへの出店
近畿大学農学部学園祭やあべのハルカス奥大和物産展などに
出店し、加工品と併せて曽爾村産農産物をPR

　ブランド米の仕入・販売状況は、次の通りです。
　　・R５年産実績　　　5850kg（１９５袋/30kg）
    ・R６年産見通し　  5940kg（１９８袋/30kg）
 
前年度に続き高級ホテル「セトレならまち」の朝食メニューに採
用、新たに1名の新規会員が加わり、令和６年産の作付け面積
は拡大しました。

12/6,7視察@山梨県北杜市

マッチング業務

田植え作業受託受付 稲刈り・耕耘作業受託受付

毎週月曜提案、火曜受注、木曜発送

田植え受託作業の様子

（奥西氏圃場）

2/28生産者会議

毎週木曜発送、野菜セット定期便等

12/25理事会

5/25田植え

5年産米仕入れ販売 6年産米仕入れ販売6年産米検査

1/27定例会

土作り 5/14,15田植え 管理 9/10~12収

5/30通常総会

各種集荷拠点（榛原）への共同配送便

中規模ロットでの野菜卸販売

セトレならまちで宿泊客に毎朝提供されている

曽爾米のおにぎり

そにのわマルシェ定期便 野菜の箱詰め作業風景（そにのわの台所katte）

共同配送便事業（積み込みの様子） 規格外トマトの買い取り・販売事業

田植え・草刈り・稲刈り作業を実地研修

6/22草引き 9/15稲刈り 10/19収穫祭

7/3,24葉緑素測定 10/10食味測定

1/31有機農産物商談会＠神戸市

寒熟ほうれん草の鍋セット

そにのわマルシェ（月1～2回）

6/19,26 出張マルシェ（９大字） 2/19出張マルシェ（９大字）

7/13-19奈良まほろば館

7/17 近大マルシェ

8/13夏祭り

11/3 曽爾旬の市

11/2 近大学園祭
10/19-20 かぐや姫祭り

10/19シェフェスタ

11/30-12/1 あべのハルカス

9/4 そにふぅどまぁけっと



令和５年度農林業公社事業経過報告書

科目：林業振興事業

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

主な事業

薪・薪ストーブの活
用

　薪販売はコロナ禍の影響もあり、青少年自然の
家でのキャンプファイヤー需要が減少しました。今
後需要にの掘り起こしに努めていきます。

写真挿入

事業名

1 製材所の活用
薪製造
イベント等での活用 薪製造作業



令和５年度農林業公社事業経過報告書

科目：薬草事業

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 ２月 ３月

科目：林業振興事業
4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

主な事業

事業名

1

大和当帰産地
化事業

販路開拓事業

2

よもぎ産地化
事業

生産・販売事業

5

その他事業 地域資源商品化
事業

3
榧事業 商品開発・販売事

業

4
蒸溜事業 商品開発・販売事

業

大和当帰
産地化事業

村内で生産された大和当帰の販売に注力しました。奈良市内
等のレストランで食材利用していただくほか、御所市の油長酒
造・ファームガーデン等に商品の原料として納品しました。

よもぎ
産地化事業

村内で生産されたよもぎの販売ルートの確保に注力しました。
東吉野の深吉野ヨモギ加工組合や榛原の社会福祉法人ぷろ
ぼの等に商品の原料として納品しました。
柔らかく香り高い春の新芽は粉末用（食用）に、夏以降に収穫
したものは入浴剤またはお茶用に利用していただいています。

榧事業

昔はおやつとして食された榧が豊かさとともに活用されること
が少なくなっていたことに着目し、オンリーワンの地域資源とも
いえる榧を素材とした商品製造と販売に取り組んできました。
奈良市内等のレストランで食材利用していただくほか、ロースト
ナッツとして店頭やオンラインで販売を行いました。

蒸留事業

榧の果皮・柚子の皮・檜の材を使用した精油（曽爾の香り３種）
の商品開発に取り組みました。
榧は活用頻度の低かった果皮部分を、柚子はこれまで廃棄さ
れていた皮を小長尾のゆず生産組合たわわから仕入れ、檜の
材は森林組合から調達し滋賀の蒸留所に蒸留を委託しまし
た。店頭・オンラインで販売しているほか、村内宿泊施設でも試
験販売を行いました。

その他事業
キハダやナツメなど、地域の未利用資源にも着目し、油長酒造
などの取引先に販売しました。

事業名

1 製材所の活用
薪製造
イベント等での活用

薪・薪ストーブ
の活用

青少年自然の家でのキャンプファイヤー需要に対応
し、薪の製造・販売に取り組みました。

写真挿入

油長酒造・ファームガーデンなどへの卸売販売、katte加工品の原料としての使用

キハダ・ナツメの収穫・加工・販売

収穫 ナッツ製造販売

試験蒸留・ラベルデザイン制作

ナッツ製造販売

ヨモギの収穫・販売

精油・蒸留水の製造販売

薪製造作業

薪ストーブ用

（村内外の家庭）



令和５年度農林業公社事業経過報告書

科目：地域イノベーション事業

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

主な事業

　

　

事業名

販路開拓・プロモー
ション事業

商品開発等
相談事業

1
地域イノベー
ション団体等

支援事業

各取引先に向けて営業・卸売販売を通年で実施

①オリジナル商品の販売
村の特産品開発事業でできたレシピをもとに、曽爾
村の農林産物を使用したトマトソース、玄米グラノー
ラ、焼肉のたれ等の製造販売を行いました。

・販売方法
katteショップルーム
そにのわマルシェ・出張そにのわマルシェ
村内外のイベント出展
卸売（地域イノベーション商品と連動）

②飲食物の提供販売
曽爾村の素材を生かした飲食物をマルシェ等のイ
ベントで提供しました。

農産加工品製造事業

2
katte

農産加工品
製造販売

特産品製造販売事業

地域イノベー
ション団体等

支援事業

地域資源を生かした商品づくりに取り組む、地域発
の団体の販路開拓・PR及び卸販売などの事業支援
を行いました。
新たな取組みとして、東京の奈良まほろば館にて曽
爾村のkatteの取組みやトマト栽培、榧の実を中心と
するセミナーを開催しました。同時にまほろば館1階
のショップで商品を販売することにより参加者の方
の導線が確保され、より多くの方に曽爾村と商品を
ご紹介出来ました。

現在の主な販売ルート▸
・奈良銘品館（奈良県庁横バスターミナル）
・蔦屋書店（奈良市役所前）
・ノボテル奈良(奈良市大宮町)
・奈良まほろば館(東京都新橋)
・中川政七商店(奈良市三条)

村内の賑わいや所得向上および雇用創出につなげ
るべく、次年度も支援を実施します。地域によっては
高齢化とともに人手不足が深刻となっており、今後、
村の若者や移住者等への継業も見据えた取り組み
も検討します。

7/13~19東京 まほろば館出店、セミナー

11/30.12/1
あべのハルカス近鉄本店出

梅田のハレルツナガルマーケットで

販売されている曽爾村産加工品

奈良まほろば館での店頭販売、セミナーの様子

あべのハルカス近鉄本店にてイベント販売

FOOD STAYLE関西に出展。多くのバイヤーとの

商談から今後への繋がりが生まれました。

1/22.23FOOD STAYLE関西

6/19.26
出張そにのわマルシェ

2/19
出張そにのわマルシェ

出張そにのわマルシェの様子





農林業公社の存在意義・ビジョン

多様な農業者・村民が、曽爾村の地域資源を軸に未来志向で
つながり、学び合いながら、豊かな暮らしを営む。一人ひと
りが内発的な幸福感を持つことができる状態を創出する

食と農を軸に地域が内側から豊かになっ
ていく土壌を築くこと

持続可能な暮らしを可能
にする多様な農業モデル
の構築により、曽爾村が
連綿と築いてきた農業
を、新たな移住者も迎え
ながら実現する

高齢化により個別で
農地の維持管理が難
しくなる中、作業の
部分受託を中心に農
地を守る仕組みを運
営する

足元の地域資源に目を向け、そ
の価値を顕在化することによ
り、村に暮らす人が村の価値を
再認識し、誇り・幸福感を持て
るとともに、人が集い、新たな
チャレンジを起こす機運を醸成
する

農地保全農業産地育成支援 地域価値・関係性創出

※農産物流通販売事業
（販路構築、流通システ
ム、米ブランド化、規格
外トマト）、新規就農支
援事業

※農作業受託事業、
農地管理支援事業

※地域イノベーション事業、薬草、
そにのわマルシェ

産業政策の側面 社会政策の側面 地域づくりの側面

村の農業の未来にとって真に大切なものを
前例にとらわれず柔軟に、スピーディーに実施


